
　

鎌
倉
在
住
の
人
形
遣
い
Ｙ

　

鎌
倉
在
住
の
人
形
遣
い
Ｙ

Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆
さ
ん
が
、
３
月

Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆
さ
ん
が
、
３
月
2828

日
鎌
倉
駅
西
口
の
「
ソ
ン
べ

日
鎌
倉
駅
西
口
の
「
ソ
ン
べ

・
カ
フ
ェ
」
で
「
琵
琶
と
人

・
カ
フ
ェ
」
で
「
琵
琶
と
人

形
に
よ
る
語
り
舞
台
Ｋ
ｉ
Ｋ

形
に
よ
る
語
り
舞
台
Ｋ
ｉ
Ｋ

ｉ
ふ
ぉ
れ
す
と
」
の
公
演
を

ｉ
ふ
ぉ
れ
す
と
」
の
公
演
を

行
う
。

行
う
。

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
原
作
の

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
原
作
の

「
絵
の
な
い
絵
本
」
を
影
絵

「
絵
の
な
い
絵
本
」
を
影
絵

と
薩
摩
琵
琶
の
語
り
で
演

と
薩
摩
琵
琶
の
語
り
で
演

出
。
は
だ
か
電
球
１
個
で
行

出
。
は
だ
か
電
球
１
個
で
行

う
影
絵
は
、
第
一
夜
「
ガ
ン

う
影
絵
は
、
第
一
夜
「
ガ
ン

ジ
ス
の
川
辺
で
」
を
イ
ン
ド

ジ
ス
の
川
辺
で
」
を
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
伝
統
芸
能
影
絵
ワ

ネ
シ
ア
の
伝
統
芸
能
影
絵
ワ

ヤ
ン
・
ク
リ
で
行
う
ほ
か
切

ヤ
ン
・
ク
リ
で
行
う
ほ
か
切

り
絵
、
手
影
絵
な
ど
で
物
語

り
絵
、
手
影
絵
な
ど
で
物
語

を
展
開
。
出
遣
い
人
形「
咲

を
展
開
。
出
遣
い
人
形「
咲

姫
」
も
登
場
す
る
。

姫
」
も
登
場
す
る
。

　

「
Ｋ
ｉ
Ｋ
ｉ
ふ
ぉ
れ
す

　

「
Ｋ
ｉ
Ｋ
ｉ
ふ
ぉ
れ
す

と
」
は
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆
さ
ん
と

と
」
は
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆
さ
ん
と

琵
琶
奏
者
の
久
保
田
晶
子
さ

琵
琶
奏
者
の
久
保
田
晶
子
さ

ん
が
２
０
０
９
年
に
結
成
し

ん
が
２
０
０
９
年
に
結
成
し

の
は
「
客
席
ひ
と
つ
の
人
形

の
は
「
客
席
ひ
と
つ
の
人
形

劇
場
劇
場 

ぴ
ぴ
☆
し
あ
た
ー
」。

ぴ
ぴ
☆
し
あ
た
ー
」。

一
人
の
観
客
の
た
め
に
演
じ

一
人
の
観
客
の
た
め
に
演
じ

る
人
形
劇
で
、
木
の
幹
を
模

る
人
形
劇
で
、
木
の
幹
を
模

し
た
筒
に
あ
い
た
穴
を
覗
く

し
た
筒
に
あ
い
た
穴
を
覗
く

と
人
形
劇
が
繰
り
広
げ
ら
れ

と
人
形
劇
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
。
２
０
１
２
年
に
初
演
が

る
。
２
０
１
２
年
に
初
演
が

行
わ
れ
、
同
年
９
月
カ
ザ
フ

行
わ
れ
、
同
年
９
月
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
で
の
「
世
界
人
形
劇

ス
タ
ン
で
の
「
世
界
人
形
劇

カ
ー
ニ
バ
ル
」
で
審
査
員
特

カ
ー
ニ
バ
ル
」
で
審
査
員
特

別
賞
を
受
賞
。
以
来
、
国
際

別
賞
を
受
賞
。
以
来
、
国
際

人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

も
度
々
招
へ
い
さ
れ
、
こ
れ

も
度
々
招
へ
い
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
に
延
べ
４
１
６
０
人
が

ま
で
に
延
べ
４
１
６
０
人
が

観
賞
、
海
外
公
演
は

観
賞
、
海
外
公
演
は
1313
カ
国
カ
国

2121
カ
所
に
及
ぶ
。

カ
所
に
及
ぶ
。

　

ぴ
ぴ
☆
し
あ
た
ー
は
毎

　

ぴ
ぴ
☆
し
あ
た
ー
は
毎

月
、
鎌
倉
市
笹
目
町
の
絵

月
、
鎌
倉
市
笹
目
町
の
絵

本
カ
フ
ェ
「

本
カ
フ
ェ
「
Ｓソ

ン

グ

ソ

ン

グ

Ｏ
Ｎ
Ｇ

Ｏ
Ｎ
Ｇ

Ｂブ

ッ

ク

ブ

ッ

ク

Ｏ
Ｏ
Ｋ

Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｃカ

フ

ェ

カ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

ａ
ｆ
ｅ
」で
。次

」で
。次

回
３
月
３
日

回
３
月
３
日
1313
〜
1616
時
。ひ
時
。ひ

と
の
ぞ
き
３
分
、３
５
０
円
。

と
の
ぞ
き
３
分
、３
５
０
円
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の
普

（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の
普

及
促
進
を
図
る
た
め
、
２
月

及
促
進
を
図
る
た
め
、
２
月

か
ら
鎌
倉
市
役
所
と
支
所
で

か
ら
鎌
倉
市
役
所
と
支
所
で

　

▼

　

▼
湘
南
江
の
島
春
ま
つ
り

湘
南
江
の
島
春
ま
つ
り

1010
・
1111
日
江
の
島
・
片
瀬
海

日
江
の
島
・
片
瀬
海

岸
。
岸
。（
７
面
に
関
連
記
事
）

（
７
面
に
関
連
記
事
）

　

▼

　

▼
祈
年
祭　

祈
年
祭　

1515
日
1111
時
、
時
、

亀
岡
八
幡
宮
。
五
穀
豊
穣
、

亀
岡
八
幡
宮
。
五
穀
豊
穣
、

商
売
繁
盛
を
祈
願
。

商
売
繁
盛
を
祈
願
。

　

▼

　

▼
彼
岸
会　

彼
岸
会　

1717
〜
2323
日
各
日
各

寺
院
。

寺
院
。

　

▼

　

▼
献
詠
披
講
式　

献
詠
披
講
式　

2525
日
1313

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　

鎌
倉
を
舞
台
に
し

　

鎌
倉
を
舞
台
に
し

て
い
る
映
画
や
ド
ラ

て
い
る
映
画
や
ド
ラ

マ
な
ど
は
昔
か
ら
多

マ
な
ど
は
昔
か
ら
多

々
あ
り
ま
す
▼
最
近

々
あ
り
ま
す
▼
最
近

の
映
画
で
は
「
Ｄ
Ｅ

の
映
画
で
は
「
Ｄ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｙ
鎌
倉
も
の
が
た

Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｙ
鎌
倉
も
の
が
た

り
」、ア
ニ
メ
で
は
「
Ｊ
ｕ
ｓ

り
」、ア
ニ
メ
で
は
「
Ｊ
ｕ
ｓ

ｔ 

Ｂ
ｅ
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
ｅ

Ｂ
ｅ
ｃ
ａ
ｕ
ｓ
ｅ
!
」

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
江
ノ
島

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
江
ノ
島

電
鉄
線
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル

電
鉄
線
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル

を
主
軸
と
し
て
ス
ト
ー
リ
ー

を
主
軸
と
し
て
ス
ト
ー
リ
ー

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
▼
地

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
▼
地

元
住
民
と
し
て
は
日
常
生
活

元
住
民
と
し
て
は
日
常
生
活

の
足
と
し
て
重
要
で
欠
か
せ

の
足
と
し
て
重
要
で
欠
か
せ

な
い
存
在
で
す
が
、
最
近
、

な
い
存
在
で
す
が
、
最
近
、

今
ま
で
誰
も
撮
影
し
て
い
な

今
ま
で
誰
も
撮
影
し
て
い
な

か
っ
た
よ
う
な
場
所
で
待
ち

か
っ
た
よ
う
な
場
所
で
待
ち

構
え
る「
撮
り
鉄
」の
方
々
の

構
え
る「
撮
り
鉄
」の
方
々
の

姿
を
目
に
し
ま
す
▼
周
辺
の

姿
を
目
に
し
ま
す
▼
周
辺
の

風
景
も
含
め
た
写
真
を
撮
っ

風
景
も
含
め
た
写
真
を
撮
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
▼
住
ん

て
い
る
の
で
し
ょ
う
▼
住
ん

で
い
る
と
当
た
り
前
の
景
色

で
い
る
と
当
た
り
前
の
景
色

も
、
見
る
人
が
違
え
ば
魅
力

も
、
見
る
人
が
違
え
ば
魅
力

的
に
映
る
。
ど
こ
で
も
素
敵

的
に
映
る
。
ど
こ
で
も
素
敵

な
絵
に
な
れ
る
よ
う
な
街
並

な
絵
に
な
れ
る
よ
う
な
街
並

み
で
あ
る
こ
と
が
鎌
倉
の
魅

み
で
あ
る
こ
と
が
鎌
倉
の
魅

力
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
改

力
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

め
て
感
じ
ま
し
た
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

６
９
９
人
で
交
付
率
は

６
９
９
人
で
交
付
率
は
1515
・

１
％
、全
国
平
均
の

１
％
、全
国
平
均
の
1010
・
２
％

・
２
％

を
上
回
る
。

を
上
回
る
。

　

同
市
で
は
昨
年

　

同
市
で
は
昨
年
1010
月
か
月
か

ら
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

ら
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
用
で
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

の
利
用
で
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

で
住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明

で
住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明

書
が
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

書
が
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
る
。

を
実
施
し
て
い
る
。

　

交
付
受
付
は
鎌
倉
市
役
所

　

交
付
受
付
は
鎌
倉
市
役
所

市
民
課
及
び
各
支
所
、
交
付

市
民
課
及
び
各
支
所
、
交
付

時
間
は
９
時
〜

時
間
は
９
時
〜
1717
時
（
正
午

時
（
正
午

〜
1313
時
を
除
く
）
。
問
い
合

時
を
除
く
）
。
問
い
合

わ
せ
市
市
民
課
☎
０
４
６
７

わ
せ
市
市
民
課
☎
０
４
６
７

・
6161
・
３
９
０
３

・
３
９
０
３

い
ま
す
。「
門
」と
い
え
ば
御

い
ま
す
。「
門
」と
い
え
ば
御

存
知
の
文
豪
夏
目
漱
石
が
円

存
知
の
文
豪
夏
目
漱
石
が
円

覚
寺
で
の
参
禅
体
験
を
も
と

覚
寺
で
の
参
禅
体
験
を
も
と

申
請
補
助
の
サ
ー
ビ
ス
が
開

申
請
補
助
の
サ
ー
ビ
ス
が
開

始
さ
れ
て
い
る

始
さ
れ
て
い
る
＝
写
真

＝
写
真
。

　

顔
写
真
の
無
料
撮
影
を
行

　

顔
写
真
の
無
料
撮
影
を
行

い
、
内
閣
府
か
ら
貸
与
さ
れ

い
、
内
閣
府
か
ら
貸
与
さ
れ

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
用
し
オ
ン
ラ
イ
ン
申

使
用
し
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
補
助
を
窓
口
で
実
施

請
補
助
を
窓
口
で
実
施

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
申

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
申

請
に
は
運
転
免
許
証
な

請
に
は
運
転
免
許
証
な

ど
本
人
確
認
書
類
を
持

ど
本
人
確
認
書
類
を
持

参
す
れ
ば
よ
い
。

参
す
れ
ば
よ
い
。

　

今
年
１
月
末
現
在
の

　

今
年
１
月
末
現
在
の

鎌
倉
市
の
交
付
は
２
６

鎌
倉
市
の
交
付
は
２
６

に
草
し
た
小
説「
門
」は
あ
ま

に
草
し
た
小
説「
門
」は
あ
ま

り
に
も
有
名
で
あ
り
ま
す
。

り
に
も
有
名
で
あ
り
ま
す
。

　

三
門
（
山
門
）
と
は
、
あ

　

三
門
（
山
門
）
と
は
、
あ

る
時
は
深
遠
な
る
禅
の
道
を

る
時
は
深
遠
な
る
禅
の
道
を

遮
る
門
で
あ
り
、
ま
た
あ
る

遮
る
門
で
あ
り
、
ま
た
あ
る

時
は
門
を
く
ぐ
る
人
々
の
無

時
は
門
を
く
ぐ
る
人
々
の
無

明
を
破
り
智
慧
を
授
け
て
く

明
を
破
り
智
慧
を
授
け
て
く

れ
ま
す
。
楼
上
中
尊
に
は
十

れ
ま
す
。
楼
上
中
尊
に
は
十

一
面
観
音
菩
薩
像
が
す
ー
っ

一
面
観
音
菩
薩
像
が
す
ー
っ

と
し
た
お
姿
で
鎮
座
さ
れ
て

と
し
た
お
姿
で
鎮
座
さ
れ
て

い
ま
す
。
開
山
無
学
祖
元
禅

い
ま
す
。
開
山
無
学
祖
元
禅

師
の
ふ
る
さ
と
中
国
の
宋
・

師
の
ふ
る
さ
と
中
国
の
宋
・

元
の
時
代
を
感
ず
る
彫
刻
で

元
の
時
代
を
感
ず
る
彫
刻
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
ま

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
ま

わ
り
に
十
六
羅
漢
が
様
々
な

わ
り
に
十
六
羅
漢
が
様
々
な

表
情
で
ず
ら
っ
と
坐
し
て
お

表
情
で
ず
ら
っ
と
坐
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
十
六
羅
漢
と

ら
れ
ま
す
。
十
六
羅
漢
と

は
、
仏
法
を
守
護
す
る
十
六

は
、
仏
法
を
守
護
す
る
十
六

人
の
す
ぐ
れ
た

人
の
す
ぐ
れ
た
阿あ

羅ら

漢か
ん
か
ん

（
最
（
最

高
の
仏
弟
子
、
聖
者
、
ま
た

高
の
仏
弟
子
、
聖
者
、
ま
た

無
学
と
も
よ
ば
れ
ま
す
）
。

無
学
と
も
よ
ば
れ
ま
す
）
。

無
学
と
は
、
一
切
の
煩
悩
を

無
学
と
は
、
一
切
の
煩
悩
を

断
じ
終
わ
り
、
こ
れ
以
上
学

断
じ
終
わ
り
、
こ
れ
以
上
学

ぶ
べ
き
も
の
が
な
に
も
の
も

ぶ
べ
き
も
の
が
な
に
も
の
も

無
い
の
で
無
学
と
い
わ
れ
ま

無
い
の
で
無
学
と
い
わ
れ
ま

す
。
す
。

　

私
た
ち
は
あ
る
こ
と
な
い

　

私
た
ち
は
あ
る
こ
と
な
い

こ
と
夢

こ
と
夢
現う

つ
つ

う
つ
つに
振
り
回
さ
れ
無

に
振
り
回
さ
れ
無

明
に
生
き
て
い
る
が
御
仏
は

明
に
生
き
て
い
る
が
御
仏
は

常
に
楼
上
か
ら
導
き
下
さ
っ

常
に
楼
上
か
ら
導
き
下
さ
っ

て
い
る
の
で
す
。

て
い
る
の
で
す
。

　

十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像

十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像

寄
木
造
、
玉
眼
、
漆
箔
、

寄
木
造
、
玉
眼
、
漆
箔
、
像

高
8989
・
５
㎝
。江
戸
時
代
。

・
５
㎝
。江
戸
時
代
。

　

十
六
羅
漢
像

十
六
羅
漢
像
（
1616
軀
）
軀
）

各
木
造
、玉
眼
、彩
色
。像
高

各
木
造
、玉
眼
、彩
色
。像
高

6363
・
０
〜

・
０
〜
6767
・
６
㎝
。
江
戸
時

・
６
㎝
。
江
戸
時

代
。三
門
楼
上
拝
観
は
不
可
。

代
。三
門
楼
上
拝
観
は
不
可
。

　

隣
の
芝
生
は
青
い
、
と
い

　

隣
の
芝
生
は
青
い
、
と
い

う
が
、
円
覚
寺
さ
ま
に
入
る

う
が
、
円
覚
寺
さ
ま
に
入
る

と
禅
寺
の
渋
み
を
感
じ
る
。

と
禅
寺
の
渋
み
を
感
じ
る
。

隣
と
は
、
拙
僧
が
勤
務
し
て

隣
と
は
、
拙
僧
が
勤
務
し
て

お
り
ま
し
た
建
長
寺
か
ら
の

お
り
ま
し
た
建
長
寺
か
ら
の

私
的
な
眺
め
（
雰
囲
気
）
で

私
的
な
眺
め
（
雰
囲
気
）
で

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
御
仏
は
幾
度
と
訪

　

今
回
の
御
仏
は
幾
度
と
訪

ね
て
は
い
る
も
の
の
光
栄
に

ね
て
は
い
る
も
の
の
光
栄
に

も
初
め
て
三
門
楼
上
に
登
ら

も
初
め
て
三
門
楼
上
に
登
ら

せ
て
い
た
だ
き
十
一
面
観
音

せ
て
い
た
だ
き
十
一
面
観
音

さ
ま
と
十
六
羅
漢
さ
ま
に
お

さ
ま
と
十
六
羅
漢
さ
ま
に
お

参
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

参
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
親
し
い
和
尚
さ
ま
方
も

た
。
親
し
い
和
尚
さ
ま
方
も

多
く
無
理
な
お
願
い
に
も
か

多
く
無
理
な
お
願
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
楼
上
特
別
拝
観
が

か
わ
ら
ず
楼
上
特
別
拝
観
が

実
現
で
き
ま
し
た
。
一
般
拝

実
現
で
き
ま
し
た
。
一
般
拝

観
は
不
可
で
す
し
、
行
事

観
は
不
可
で
す
し
、
行
事

「
観か

ん
の
ん
せ
ん
ぽ
う

か
ん
の
ん
せ
ん
ぽ
う

音

法
（
観
音
さ
ま
の

（
観
音
さ
ま
の

広
大
無
辺
な
霊
感
を
請
う
祈

広
大
無
辺
な
霊
感
を
請
う
祈

祷
・
報
恩
の
法
式
）
な
ど
特

祷
・
報
恩
の
法
式
）
な
ど
特

別
の
法
要
行
事
の
時
に
し
か

別
の
法
要
行
事
の
時
に
し
か

滅
多
に
人
が
上
が
ら
な
い
楼

滅
多
に
人
が
上
が
ら
な
い
楼

上
は
清
浄
な
霊
気
に
満
ち
て

上
は
清
浄
な
霊
気
に
満
ち
て

た
。「
ゆ
き
」「
あ
き
」の「
き
」

た
。「
ゆ
き
」「
あ
き
」の「
き
」

を
と
っ
て「
Ｋ
ｉ
Ｋ
ｉ
」、

を
と
っ
て「
Ｋ
ｉ
Ｋ
ｉ
」、

「
ふ
ぉ
れ
す
と
」は
森
で
、
小

「
ふ
ぉ
れ
す
と
」は
森
で
、
小

さ
な
森
に
迷
い
こ
ん
で
不
思

さ
な
森
に
迷
い
こ
ん
で
不
思

議
な
世
界
を
見
て
も
ら
い
た

議
な
世
界
を
見
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
。

い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
。

鎌
倉
で
の
公
演
は
３
回
目
。

鎌
倉
で
の
公
演
は
３
回
目
。

午
後
２
時
半
と
午
後
７
時
半

午
後
２
時
半
と
午
後
７
時
半

の
２
回
公
演
。
１
ド
リ
ン
ク

の
２
回
公
演
。
１
ド
リ
ン
ク

付
き
２
５
０
０
円
。
申
し
込

付
き
２
５
０
０
円
。
申
し
込

み
は
八
原
さ
ん
☎
０
４
６
７

み
は
八
原
さ
ん
☎
０
４
６
７

・
3333
・
０
２
４
２

・
０
２
４
２

◇　
　
◇　
　

◇

　

「
人
形
遣
い　

　

「
人
形
遣
い　

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆
」

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆
」

「
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆　

「
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆　

Ｐ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
Ｔ　

Ｐ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
Ｔ　

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
」
の

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
」
の

名
で
活
躍
す
る
工

名
で
活
躍
す
る
工

藤
有
紀
さ
ん（

藤
有
紀
さ
ん（
5353
）

が
人
形
劇
と
出
会

が
人
形
劇
と
出
会

っ
た
の
は
中
学
校

っ
た
の
は
中
学
校

時
代
。
人
形
劇
部
に
入
部

時
代
。
人
形
劇
部
に
入
部

し
、
そ
の
魅
力
に
引
き
込
ま

し
、
そ
の
魅
力
に
引
き
込
ま

れ
た
。
短
大
で
も
人
形
劇
部

れ
た
。
短
大
で
も
人
形
劇
部

に
所
属
し
、
人
気
劇
団
の
公

に
所
属
し
、
人
気
劇
団
の
公

演
を
数
多
く
鑑
賞
。
卒
業
後

演
を
数
多
く
鑑
賞
。
卒
業
後

い
っ
た
ん
就
職
す
る
が
、
単

い
っ
た
ん
就
職
す
る
が
、
単

身
ロ
ン
ド
ン
の
人
形
劇
学
校

身
ロ
ン
ド
ン
の
人
形
劇
学
校

へ
留
学
。
帰
国
後
は
自
主
公

へ
留
学
。
帰
国
後
は
自
主
公

演
も
行
い
、
海
外
の
人
形
劇

演
も
行
い
、
海
外
の
人
形
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
に
参

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
に
参

加
し
、
国
際
コ
ン
ペ
で
受
賞

加
し
、
国
際
コ
ン
ペ
で
受
賞

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

　

人
形
に
命
を
吹
き
込
む
人

　

人
形
に
命
を
吹
き
込
む
人

形
劇
は
、
人
形
を
ど
の
動
力

形
劇
は
、
人
形
を
ど
の
動
力

で
動
か
す
か
で
種
類
が
変
わ

で
動
か
す
か
で
種
類
が
変
わ

る
。
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆
さ
ん
が
主

る
。
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆
さ
ん
が
主

に
扱
う
の
は
糸
操
り
人
形

に
扱
う
の
は
糸
操
り
人
形

で
、
遣
っ
て
い
る
人
形
は
夫

で
、
遣
っ
て
い
る
人
形
は
夫

の
手
作
り
と
い
う
。

の
手
作
り
と
い
う
。

　

人
形
の
世
界
を
間
近
で
体

　

人
形
の
世
界
を
間
近
で
体

感
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
Ｙ

感
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
Ｙ

Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆
さ
ん
が
考
案
し
た

Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆
さ
ん
が
考
案
し
た

モ
ッ
プ
で
で
き
た
「
モ
フ
ィ
ー
」
を
操
る
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆
さ
ん

モ
ッ
プ
で
で
き
た
「
モ
フ
ィ
ー
」
を
操
る
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆
さ
ん

写
真
撮
影
の
サ
ー
ビ
ス

写
真
撮
影
の
サ
ー
ビ
ス

３３月月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（7979）

円
覚
寺

円
覚
寺 

十
一
面
観
音
菩
薩
像

十
一
面
観
音
菩
薩
像

　
　
　

　
　
　

 

十
六
羅
漢
像

十
六
羅
漢
像

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

鎌
倉
の
人
形
遣
い
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆
さ
ん

鎌
倉
の
人
形
遣
い
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
☆
さ
ん

影
絵
や
客
席
ひ
と
つ
の
人
形
劇
を
公
演

影
絵
や
客
席
ひ
と
つ
の
人
形
劇
を
公
演

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
補
助

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
補
助

２
月
か
ら
市
の
窓
口
で

２
月
か
ら
市
の
窓
口
で
鎌倉市鎌倉市
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